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家庭科，技術・家庭科は，家庭生活を学習の対象とし，生活に関する知識・技術を習得する
とともに，生活における実践力を育てることを目指す教科である。
いわゆる，生活に生かすことができる実践的な能力や態度を育てることを目指すものである。
この中で，児童・生徒が「基礎的な知識・技術を習得したか」「よりよい家庭生活を目指し
実践しようとする態度が育成されたか」など，児童・生徒の状況を明確にとらえることが，学
習のつまずきを見出し，指導法の改善に役立つと考え， 実践的態度を高める指導法ーの研究
を試みてきた。更に，昭和60年度より 3か年計画で副題に（評価の工夫）を取り上げ研究を進
めてきた北海道家庭科教育協会の研究内容について報告する。
今後の研究課題の掘りおこしや，研究活動の在り方について示唆を賜りたく，授業実践など
の資料を提示するものである。
E 研究方法
北海道家庭科教育協会は，小学校・中学校 ・高等学校の一貫した家庭科教育について，推進 ・
充実を図ることを目的として発足した任意加入の研究団体である。
年度ごとに研究のテーマを決め，小・中 ・高校の教諭が共に研究テーマについての学習会を
重ねながら，家庭科教育の系統を配慮した指導内容の精選や指導方法について検討を進めてい
るものである。
研究の方法については，理論研究にとどまらず，学校現場での指導の実践を中心に，児童 ・
生徒，学校環境の状況に応じた指導方法を確認し，小・中・ 高校の先生方の指導内容を共通の
認識の上に理解を深めながら研究を進めることが，この組織の特徴である。
平素，学校種別が異ると，児童 ・生徒の学習活動等を理解することは困難であり，小学校 ・
中学校・高等学校の一貫した家庭科教育を論じても，自分の属している学校の指導体制にとら
われて，児童・生徒の実態に即した家庭科の一貫教育を推し進めることに難しさがある。
現場の実践を互いに理解するため公開授業や実践発表を依頼し，更に，年度ごとに「食物」
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「被服」などと領域・分野を決めて指導の方法を系統的に検討しやすいように配慮しながら，
学校種別ごとの教科・科目担当者に協力を願って進めているものである。
E 結果と考察
1 研究課題
現行指導要領では，知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな児童・ 生徒の育成を軸に，体験
を重視した小 ・中・高校の一貫性や指導内容の精選が強調された。
家庭科， 技術・ 家庭科は，教科の内容が，計画 ・製作 ・整備などの体験活動を中核として学
習活動を展開する中で，教科のねらいとしている実践的態度の育成を図ろうとするものである。
従って，研究主題は「実践的態度を高める指導法をもとめて」とし，児童・生徒ひとりひとり
が自分の生活環境に目を向け，生活の在り方を反省し，体験を通して得た知識・技術を生活に
生かす能力と態度を育成することをねらいとして数年その取り組みをしてきた。しかし，指導
方法と評価は， 表裏一体のものとして扱わなければならないと認識し，昭和60年度より， サブ
テーマに「評価の工夫Jを取り上げて進めてきた。
2 研究の観点
(1）実践的態度の育成
家庭科でねらう実践的態度とは 「家庭科の学習で習得した知識や技術を，家庭生活の中で活
用し，生活をよりよくしようとする態度」 である。この実践的態度が育成されるためには，学
習者としての児童・生徒に主体性が確立されており，実践しようとする事柄に対して，明確な
目的意識を持っていることが必要である。そのためには， 児童 ・生徒は次のような過程を経る
ことが必要で、ある。
① 目的を明確にとらえ，目的達成のための構想を練る
②構想に沿い計画を立てる
③ 計画に沿い実践する
④ 反省・評価
この過程を経て一つの事柄をなし遂げることによって，児童 ・生徒は成就感や満足感を昧わ
うことができ，次の学習のステッフに取り組もうとする意欲や態度を育てることができる。従っ
て，この過程を繰り返し行わせることにより，児童・ 生徒の知識や技術が定着し， 深化し，思
考力が養われ，実践力を高めることができるといえる。
(2) 目標の明確化と指導計画
この実践的態度を育成するためには，題材について十分に教材研究を行い，題材のねらう「最
終行動目標J，小題材のねらう 「行動目標J，毎時の授業でねらう 「下位行動目標」等，それぞ
れの段階における目標の分析が行われ，明確化されることが必要である。
この目標を達成するために，具体的な指導計画が立てられるが，この際に留意する事項とし
て次のことがあげられる。
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①児童・生徒の発達の適時性と地域性を踏まえた実態の把握をする。
② 児童・生徒の興味や関心を引き出し，学習活動を活発にし，日常生活に活用できる題材
を選ぶ。
③ 児童・生徒の学習環境の整備をする。
④体験的学習を効果的に設定する。
⑤学習内容の系統性と発展性を図る。
⑥適切な評価計画を立てる。
(3）評価
児童・生徒に授業の内容を十分理解させ，実践しようとする意欲を持たせるためには，適切
な指導計画に基づいて指導を行うとともに，児童・生徒の理解度を的確に把握する必要がある。
評価は，いつ，どんな目的で， どんな内容を，どんな方法で行うかを十分検討すること。最
終的には 「児童 ・生徒が生活の中でどのように変容したかJそれが実践的態度を高めていくこ
とに結びついていくといえる。
3 研究の年次計画
図1 評価の手順
f手だてとしてペーパーテスト、行動観察、自己評価＼
＼相互評価、発同等による評価等 ／ 
評価の工夫に重点をおき，研究を進めるための年次計画は次のようにした。
(1）第1年次 （昭和60年度）
ア 研究計画の作成
イ 目標分析・・H ・H ・－食物領域「食品の栄養と調理性」
ウ 授業実践と結果の分析・考察……「診断的評価」を踏まえた授業の展開例
(2）第2年次 （昭和61年度）
ア 研究計画の修正
イ 目標分析の再検討
ウ 授業実践と結果の分析 ・考察……「形成的評価」を位置づけた授業の展開例
(3）第3年次 （昭和62年度）
ア 研究計画の修正
イ 授業実践と結果の分析・再編成……「総括的評価Jをとり入れた授業の分析
ウ まとめ
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4 学習会の主な確認事項
(1）体験的行動と主体的学習
実践的・体義的な学習を行う教科では，実験・実習など体験行動を通しての学習活動が中心
となる。その活動はみずみずしい体験を通して，直観的な思考を限りなく広げ，感性豊かな，
行動的な学習をするために主体的，能動的な全人活動として行われるものでなければならない。
体験を学習に導入する意図は，具体的な事象を直接体験させ，その体験の中から生まれる思
考を活発にしようとするのが主なねらいである。人間本来の学習は目的をもって自ら行動し，
対象に働きかけることにより，知識・技能・習慣・態度などを身につけることである。学習は
人聞が全身全霊をあげて行う全人的活動であるはずだから，具体的な物事や事柄に直接触れて
自分の五感を通して刺激を受け入れる行動体験から出発することが自然であり，それが真に人
間性のもとで自主的，主体的に行われることが必要であると考える。
体験を学習に導入することによって期待できることは， 学習者に自分の能力・適性に応じて
ではあるが確実に学習を成立させるということである。体験による学習は，自分が対象に働き
かける主観を伴う行動であるから主体的行動である。従って，体験的行動を重視する学習では，
主体的な学習が期待できるであろう。つまり，主体的学習は，主体的行動によって行われると
いうことである。
主体的学習とは，自主的，自発的に物事に取り組んで自分の課題を解決し，学習することに
喜びゃ感動を持つことができるような内発的欲求による学習である。主体的に学習を進めるこ
とによって，自我を確立し，能動的，積極的に自己実現を図っていくことができるものと考える。
体験的行動を重視する教科，すなわち体験的学習を行う教科においては，仕事をする行動体
験を学習の中心に据えることが重要である。 体験的学習で体験的活動をいかに扱うべきか，体
験的学習の実践上の留意点を次にあげる。
①体験的活動がどんなねらいで行われるかを明確にし，具体的に表現してみる。体験させ
ること自体が目的なのか，また，体験を通して何かをさせようとする目的を持っているのか，
の区別をして体験することの意味をはっきりさせる。
② 体験そのものの目標は，児童 ・生徒の身体的，情意的，知的発達に対する適時性にかな
うものにする。つまり目標への到達あるいは行動の獲得を可能なものにする。
③活動内容をねらいに合わせて明確にする。また，体験的活動の中で予想される，児童 ・
生徒の反応を例示的にせよ明らかにする。
④ この活動で教師の働きかけを明確にする。そして児童 ・生徒の反応を予想して次の働き
かけを例示的にせよ明らかにする。
⑤ この活動で，期待される効果，評価の重点を定めて，このように働きかければ，多分こ
うした結果が期待できるであろうという，広く確かな予想を持って行う。
(2）製作学習における体験的試行の考え方
中学校の技術・ 家庭科では，体験的試行を位置づけた指導方法が定着し，学習の成果をあげ
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ている。製作学習は，実践を通して行動しなければ解決のつかない学習活動である。単に道具
や機械を扱うだけのものではなく，それを用いて，ある作業や製作という目的的な行動を行う
ことによって，知識と技能を統合していくことが必要である。教師が作業や製作に先立つて一
般的な知識や手順を述べることは容易で、ある。しかし，方法，動作について詳細に具体的に述
べることは難しい。一方，生徒にとっては部分的な動作はできても，総合的な行動にまとめる
ことは容易でない。また，感覚的経験も未熟なため，現実の状況の判断や総体的な見通しも困
難である。それで課題解決に係わりを持っていて，生徒が直接手をくだして試行し，体験でき
る行動（試行体験）を与えて，思考の手掛りを持たせることが考えられる。そのような体験的
試行は次のようなねらいで行われるものになろう。
①体験を通して，事実を認識させ問題を感覚的にとらえさせる。
② 問題を具体的に明確にとらえさせる。
③ 内的な行動としての思考を強化し，解決への具体的，探索的な行動の契機を与える。
④体験内容によって意欲を喚起し，事後の行動を方向づけ，約束させる。
などが主なものとなる。
(3）授業設計の仮説的視点
体験的試行を製作学習の授業段階（図 2）で，探索の段階に位置づけた意図は，問題解決に
当って明確な根拠を持って，解決の見通しが立てられるのではないかと思うからである。この
仮説的な視点を具体的に上げるならば次のようになる。
①教科書や教師の指示だけでは，抽象的になりやすく，生徒の理解も不鮮明になりやすい。
体験的試行をさせることで，問題場面がリアルに焦点化され，思考への手掛りが得られやすく
なる。
② 問題に対する個々の生徒の思考レベルや －－，－ー
図2 製作学習の授業段階
経験に差があって，グループ活動が円満に行わ 本時の課題をもっ
れ難い。そこで，体験的試行を同じにさせるこ
（課題の把握）
とによって，話し合いの共通基盤ができ，グルー 2 行動目標を明確にする
プのコミュニケーション活動に全員が積極的に （課題の集点化）
体
参加するようになる。
3 解決のための資料を集める
験
③経験の少ない生徒は，課題が漠然として， （解決行動の探索）
的
試
教師の指示や仲間の活動に付いて動くという受 f’丁－ 
身的立場にいる。体験的試行により，積極的に
4 解決の見通しをたてる
（解決行動の仮説設定）
課題を受けとめ，目標を具体的に理解すること
によって，必要とする知識や方法や技能が確か 5 （解決行動の遂行）
められる。
! （評価）
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(4）評価の機能
ブルームらの評価理論によれば，学習指導における評価の機能を診断的評価，総括的評価，
形成的評価の三つに大別している。
診断的評価は，生徒がどの程度の諸能力を持っているかを調べ，指導計画の作成や学習方法
の決定に役立てるためのものである。学習の効率や成否にかかわる条件を明らかにして，児童・
生徒を望ましい出発点におくための評価ということができる。
総括的評価は，学期とか全学年の学習内容やー題材（単元）について，達成した学習成果の
程度を測定することによって，成績評定のための資料を得るものである。その結果によって，
指導事項の欠落や学習方法の欠陥を発見し，治療の方法を考えたり，指導法の改善を図るため
に，教師の反省資料を得るという面もあるといえる。
ブルームらの理論の特色でもある形成的評価は，学習の途上で，細分化された学習目標をど
のように達成したか，ひとりひとりの児童 ・生徒に対して段階ごとにみるものである。その結
果によって，学習の仕方を適切な方向に修正し，全員を目標へと導くことを重視している。 ま
た，教師にとっては，指導・助言の在り方を修正するためのフィードパック情報を収集すると
いう機能がある。
診断的評価と総括的評価は， どちらかというと教師の立場を重視したものであり，形成的評
価はひとりひとりの児童・生徒を重視したものであるとみることもできる。
実践は，体験的な教科では，実習を中核にし，技能習得を目指して学習が展開される。実習
は，本来，ひとりひとりの児童・生徒の主体的な活動によって学習が成立するものである。常
に自分の行動の結果を確認し，フィードパックを繰り返しながら，一歩一歩学習を進める姿勢
が大切である。
学習すべき課題の一つ一つを，自ら解決すべき仕事としてとらえ，解決の過程で、観点に従っ
て反省・評価することが，実習における生徒の立場に立った形式的評価であり，仕事過程によ
る学習の「評価」に合致するものと考える。従って，実習場面で児童・生徒ひとりひとりの主
体的学習を図るためには，形式的評価の機能に着目し，研究を進めていかなければならない。
(5）家庭科の評価の課題
0家庭生活の在り方や生活経験の有無など子どもの生活の実態を把握し，それに応じた達成目
標や評価基準をどのように設定するか。
0知識や技能を確実に身につけさせるために，学習過程のどこに評価を位置づけるか。
0実験・実習・観察などに対する興味や関心を持続させながら，指導の過程で評価を行うには
どのようにすればよいか。
0態度や心情面などの評価方法と評価を設定する時期はどのようにすればよいか。
0学習の結果を家庭生活に生かす，実践的な態度の評価はどのようにすればよいか。
0評価結果の整理の仕方と結果を学習指導や個別指導に生かすには，どのようにすればよいか。
以下，研究年次の実践事例を示す。
5 1；年次の授業実践例
資料①〈中学校〉
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生徒札幌市立幌東中学校
1年7組20名 8組22名計42名
授業者教諭 西埜美知子
（現小林美知子）
本時の目標 緑黄色野菜の栄養的特質を知り、ソテーの調理法がわかる
自｜ 教授 学習過程 ｜ 予想される生徒の活動｜ 教師の主たる活動
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栄養の効果 ｜疑問また反省点なとを記録 ｜・野菜ソテーや栄養の ｜・教科書（Pl63)
1 する ｜効果へと発展させてい
1 ・カロチンとi由の関係｜ ｜〈
.y Cの損失防止
・うまみの増加
－とり合わせ など
－家庭でほうれん
そうのソテーをイ乍
りたいと思ったか
おいしさ・色・味
歯ごたえ
調理法：強火短時間
? 、
? ? ? ?
?
? ??
?
???
?、 ??
?
?
? 。
? ?
? ? ? 、
?
?
?
?
????（ ??
? ?
?? 」?????
? ??
? ?
?、??? ?? ?? ?? ?? 」?? ??? ??．??
「
?
??????」
?
?
?
??? ?「 ????
??????
?
－次時の予告とあとか卜特にフライパンの扱
たづけの指示 It、
題材のねらい
緑黄色野菜は生食の摂取が少なし、。また、栄養的効果は泊の調理によってより高まる特徴がある。
噌好傾向や成長期に必要なビタミンを多量に含むことを考えると緑黄色野菜の「ソテーJは効果的で
手軽な調理でもある。小学校の学習を基盤に、本校の実態を考えて、ここでは身近な野菜で、 「おひ
たしJ の調理方法が多いほうれん草をとりあげ、野菜ソテーの原理へとまとめたい。
①緑黄色野菜のソテー方法がわかる
②緑黄色野菜のソテ一方法がわかる
③野菜ソテーの材料に関心をもっ
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資料②〈高等学校〉
本時の単元 1日の献立を調理 生徒 2年3・4組女子39名
指導者北海道札幌東高等学校教諭安室広美
日l｜ 教授 学習活動 予想される生徒の反応 WORK 学ノ習己｜ メディア
CYCLE 形態
はじめ
｜ 本時の目標 断と昼食（弁当）
s I の献立を立てるこ ｜ 的
とができる ｜ ｜ 斉
｜ 目標の焦靴 適切な昼食（弁 0弁当にふさわしい献立
分 l 当）の献立を立て の条件
ることヵマできる ・栄養的充足 ｜ 構
ねらい
－保存性
－食べやすい
－食欲増進
・汁がでない ｜ 想
－っくりやすい など
0診断の観点に立ち発表
0昼食で補う食品を明ら 一｜ OHP 
かにできる ｜ 言己S杢ノート
言十 斉
0米食・パン食で不足す
る食品がわかる
両
－一日の献立を見 0朝食を補うような昼食
通して立てること （弁当）の献立をたてる グ 記録ノート
カ3できる 0一日の献立の中の昼食 ノレ T Pシート
．弁当の条件を満 の位置づけがわかる I 
たした献立を立て プ
るこヒヵミできる 遂
行
・昼食（弁当）の｜ 0発表する ｜ 記
献立発表できる ｜ 0工夫・改善を明らかに 一 I T 録Pシノー トート
できる
0他グループの発表を参 斉
考にして献立が適切か判
断し、修正する
｜評
0昼食作りに必要な準備
がわかる
0課題がわかる ｜価｜斉
I 家族の健康を続持・増進するための食生活のあり方を理解させる。
2 献立の栄養診断ができ、適切に栄養を充足する方法を習慣させる。
3 (I) 日常よく用いる食品の栄養的特徴や調理上の特徴を理解し、 活用させる。
(2）食品の衛生・安全性を重視し、正しい選択・取り扱い・管理を理解し、活用させる。
4 (1）調理に関する基本的な知識や技術を習得し、応用させる。
(2) 「一日の献立・調理」の実習を通して、食生活経営のあり方を理解Zせ、活用させる。
(3) 日本の食生活の現状を理解し、食生活経営に活用させる。
(1）系統性を配慮した指導内容
小学校 (5年）
生野菜の調理／ゆで卵・野菜の油妙め
・食事の栄養的な意義を理解し，食
ね 品の栄養的な組み合わせ方や食品の
ら 特質を生かした調理方法を習得する
し、
・日常食品には成長や健康に役立つ
栄養が含まれていることを理解し，
食事の栄養的意義がわかる
・食品によって含まれる栄養素の種
知 類や量が異なり，それぞれの食品に
栄養的な特徴があることを理解する
識
’・一一 ーー，－－－－－－－－－－－－・－－－－ －－－－－－－－－－－－－
・生食できる野菜の栄養と調理上の
特質を理解する
理 ・卵・緑黄色野菜の栄養と調理上の
特質を理解する
解
・日常の食品を六つの基礎食品の群
に分類することができる
技
・生野菜 ・卵の栄養素の特質を生か
古E した調理方法で調理することができ
る
・偏りなく食品をとることの大切さ
有也量 を理解し好き嫌いなく食べられるよ
う努力する
・．． 一一一一・，－－－－－－－－－－－－ー －－・ a町－－－－－－
度 ・食品の調理上の特質を理解し家庭
生活に応用しようとする意欲を持つ
表1 食品の栄養的特質と調理性に関する小・中・高の系統性
中 三ィ主らー 校
食 物 1 食 物 2 食 物 3 
・簡単な日常食の調理を通して青少 ・青少年向きの献立作成およびその日 ・成人向きの献立作成およびその調
年に必要な栄養および食品の性質に 常食の調理を通して食品の選択につい 理を通して成人の栄養について理解
ついて理解させ，青少年の食事のと て理解させ青少年にふさわしい食事を させ青少年にふさわしい食事計画を
とのえる能力を養う 計画的にととのえる能力を養う ととのえる能力を養う
・穀類・いも類・砂糖・油脂・魚 ・食品の出盛り期と栄養，味，価格の ・魚・肉・牛乳・卵・でんぷんの調
肉・卵 ・牛乳・小魚・海藻・緑黄色 関係がわかる 理上の性質がわかる
野菜 ・淡色野菜およびくだもの10の ・加工食品の一般的性質と利用法がわ
食品群に分け，その栄養的特質がわ 治、る
かる ・食品の品質表示，添加物についてわ
・米 ・魚・肉 ・野菜 ・食塩およびみ かる
その調理上の性質がわかる ・食品の保存（方法，期間，保管場所）
・米・角、・肉・卵・野菜およびくだ についてわかる
ものの品質や良否の見分け方がわか 。食品の調理上の性質とその選択方法 ＊ 
る。 がわかる ・肉の部位による成分の違い
＊ ・魚の種類による調理法の違いや
＊ ・食酢 季節による成分の変動
・米のでんぷんの糊化と老化 ・i由脂 ・乾めん ・卵の希釈性と凝固
・魚の肉等のたんぱく質の熱凝固 ・しょ うゆ ・卵のあわ立性と調理
性による変化とビタミンの効果と ・でんぷんの濃度と卵の浮き具合
損失 や保温の違い
・食塩の脱水作用や変色防止 ・牛乳の加熱による変化，酸によ
・みそのうま味や吸着作用 る凝固
・米・魚・肉・卵・野菜 ・およびく ・適正価格の食品を選ぶことができる ・適切な魚・肉・牛乳・卵・ でんぷ
だものの品質の良否を見分けること ・安全な食品を選ぶことができる んの食品の選択ができる
ができる ・食品を安全に保存することができる ・適切な食品を用いて成人向きの調
・米・魚・肉・野菜およびくだもの ・食品の品質と良否を見分け，食品の 理ができる
の適切な食品の選択ができる 選択ができる
・適切な食品を用いて青少年向きの ・適切な食品を用いて青少年向きの調
簡単な調理ができる 理ができる
・食品の性質を科学的にとらえ，調 ・食品の性質を科学にとらえ，調理に ・食品の性質を科学にとらえ，調理
理に応用しようとする 応用する に応用する
高 等 学 校
家 庭 般
・日常よく用いている食品につい
て，栄養的特徴や調理上の特質を十
分理解し，献立作成や調理に応用す
る能力と態度を養う
・食品を正しく選択する能力と態度
を養う
・日常よく用いる食品の栄養的特質
と調理上の性質がわかる
・主な食品の鑑別方法がわかる
・食品の栄養的特質と調理上の性質
を利用して，献立作成 ・調理ができ
る
・良質な食品の鑑別選択ができる
・食品の栄養上の特徴， 調理上の性
質に関する知識や技術を日常生活に
活用しようとする
・常に良質の食品を利用しようとす
る
t、a
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目標分析(2) 
「食物」領域における下位行動目標表2
｜｜ 題材名｜野菜の泊いため I( 7時間物食巨ヨ
標下位行
緑黄色野菜の種類と栄養について説明できる
目動
? ﹇ ?
緑黄色野菜に含まれる
栄養素の性質を理解し
カロチンを効率よくと
るための調理方法を理
解する
調理実習の計画を立てる ことができる日
凪緑黄色野菜の泊L、ためをつくることができる
調理の目的を考え調理
用具、調理用熱源の取
り扱い方を知 り、安全
に取り扱う ことができ
る
実習の後始末を衛生的 ・能率的 ・安全に行い、
反省できる5 
緑黄色野菜の
調理実習を通
して、栄養的
な食べ方や、
食品の特質を
生かした加熱
調理の方法を
習得させる 新鮮な緑黄色野菜に多く含まれる栄養素につ
いて説明できる6 
緑黄色野菜は加熱調理するこ とによって、食べ
やすく、味も消化もよくなるものが多いことを
説明できる
能率的に仕事を進め、
協力して調理すること
ができる 7 
1/1.5 健康の妨げとなる食生活の問題点を知り、健康的な生活を説明できる
- 25 食品に含まれる栄養素と人体への働きを説明できる。
ための食生活のあり方
を理解する - 3-7 各栄養素を含む食品を説明できる
8 各家族の栄養所要量の特徴を説明できる
でき適切に充足するこ 9～10 栄養計算ができ必要な栄養を充足できる
とカ3できる
1～12 乳・卵の栄養的特徴と調理上の特質を説明できる
13～15 肉 魚・豆の栄養的特徴と調理上の特質を説明できる
日常よく用いる食品の
栄養的特徴や調理上の トー 16～17 野菜・いも・くだものの栄養的特徴と調理上の特質を説明できる
成や調理に役立てる こ←
とができる。食品管理 』 18～19穀類・砂糖油脂類の栄養的特徴と調理上の特質を説明できる
に努めることができる
調味料・香辛料 ・曙好品の調理上の特質と役割を説明できる2ー0～21
」 22～24 食品を適切に管理し、衛生的に扱うことができる
- 25～29 基本的な調理のよりよい方法を知り日常の調理に役立てることができる
日 30 l日の食事作りの計画を立てることができる
l日の食事作りを計画 朝食・昼食（弁当） ・夕食・間食の献立作成・調理準備・調理の実施・
実行することによって
31-39 
調理後のまとめができる
ー食生活を適切に営む態 トー』ー 準備・まとめ 各 1時間
度を養う。また調理技 調理 各 l時間
術を定着できる。
40 l日の食事作りの学習から食生活経営に必要な要件をまとめられる
41～42 日本の食生活に目を向け、食生活をよりよく経営しよう tする
標日動’－ f丁位下時数｜食生活の設計と調理 ｜（位時間）
27 
｜領域名 ！食物l ｜｜ 題材名｜日常食の潤理｜
時教 下 f立 ’ーイ丁 動 目 標 （本時の目標）
I 食事の重要性を考え、食事の役割について説明することができる
2 青少年期の成長の特徴を知り、栄養tの関係がわかる
青少年に必要な栄養の 3 青少年の栄養所要量を知り、 特に必要な栄養素とその理由を説明できる
特徴と摂取すべき食品
』 』 4 各食品の栄養的特質を食品成分表を使って調べる ことができる戸 を知り、日常食の献立
を考えることができる 』 5 青少年に必要な食品群別摂取量のめやすを知り、栄養所要量との関係がわかる
トー 6 自分の食生活の長所 ・短所を検討し、献立の必要性と条件を説明できる
』 7～B 自分の一日の食事を検討し、食品の栄養的組み合わせを考える
」 9～10 i～2食品を用いた献立の食品の過不足をととのえることができる
- I 調理の目的を考え、調理に必要な材料を選択し、 分量を説明することができる
調理の目的を考え、調 』 12 計量器の必要性と種類を知り、計量器の適切主使用方法を説明できる
理用具・食器の種類、
一調理用熱源の取り扱い ー 13 計量器を正しく用い、計量することができる
方を知り、有効に活用
することができる 14～15 調理用具食器の種類と選び方、使い方、手入れおよL成全な扱い方カ説朋できる
16 
調理用熱源の種類と性質特徴し 安全で経済的な取り扱い方がわかり、正し
〈使用することができる
17～18 米飯 事つま汁の調理計画が立てられ、手順表を作成することができる
19 米 ・みその調理上の性質を説明できる
トー 28～21 米飯 さつま汁をつくる二とができる
』 22 肉 野ー菜塩の調理上の性質を説明できる
」 23 カレーライス 野菜サラダの調理計画を立てることができる
H計画山町卜ト 24～25 カレーライス・野菜サラダをつ〈るこtができる仕事を進め、協力し
日常食の間理ができ ー 26 魚塩・野菜の調理上の性質を説明できる
』 27 ムニエル・野菜のソテーの調理計画守立てることができる
トー 28～29 合 野菜の調理上の性質を生かして、ムニエノレ ソテーをつくることができる
- 30 卵焼きの作り方を知り、調理計画を立てることができる
一 ⑪～⑫ オムレツをつく るこtができる
適切な食事のとり方や
33 実習の反省と評価ができる
食事作法を考え、日常
」 生活に取り入れる ζ と円34-35 .Jl-le!O)ft習慣を反省し 一事のとり一作法問日常生活に取
カZできる り入れることができる
東C印は省略可能な時数 （食物2で取り扱う ことができる）
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6 2年次の捜業実践例
児童札幌市立宮の森小学校6年3組
男子18名女子19名計37名
指導者教諭 上 村 育子
（現勤務校札幌市立発寒西小学校）
資料③〈小学校〉
本時の目標
手洗いと洗たく機洗いのちがいとそれぞれの良さがわかる。
本時の展開
教師の働きかけ 児童の活動
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予10手洗いと洗たく機洗いには 10手洗いの良さ、洗たく機の良さにつ
手｜ どんな違いがあるだろう。 ｜ いて予想したことを発表させる。
る
調loなぜそうなのだろう。
る
0実習をさせる。
わかる
留意点 ｜評価の観点
かなり汚れた
Yシャツ
綿ブラクス lo課題をし
トレーナー っかりと
ジャージ らえたか
色は白系か 0自分なり
うすい色 の予想が
4人グループ
できたか
洗剤、濃度
0グ、ノレープ
ごとに洗
温度など他 たくの方
条件は同一 法が発表
とする できたか
0課題から
ずれてい
ないか
実習カード
0グループ
ごとに発
表できた
か
しぼった後：
前面に提示
0発表後さ
らにどん
なこ tが
わかった
カB
0本時の自
己評価が
できたか
題材のねらい
・活動に適した着方、調和のとれた着方など、目的に合った衣服の着方を理解させる。
・上着の布地や汚れに応じた洗たくのしかたを理解させ、洗たくに関する技能を習得させる0
・日常着の簡単な手入れと初歩的な技能を習得させ、日常生活に生かせる。
・既製服の選び方を理解させ、被服を整えて着ようとする態度を育てる。
29 
資料③の1 事前調査の結果および児童の実態
自分のまの世たく樫 世たく構でi$I'たく 手洗いで洗たく 服選びについて 組 く主 謀 知 技 輿 評
全 二 乾 ょた全 よ月た全 分が自お 9好まおにプ
着が合み よを生な 題 識 味
ま扶 く にーにま "' 比 母さ ワ？みをせか母きするラ/ 
かわ くの
くにし えせ 覚え下着 執自重燥 、すし で選んともら 言つ ん 物トてを 理
す I芦Zミ介- す二田－る丸. 着考 ての 揺 関ぷ行くうて 気を るえ い洗
動式機 るうい る ヶい て るた 也、 解 古住 ιし、 価
I 。 。 。 。 。× c c c c c 
2 。 。 。 。 ム c c c B c 
3 。 。 。 。 ム B B c B B 
4 。 。 。 。 。ム A A B A 
5 。 。 。A A 
6 。 ム
資料③の2 指導計画
子どもたちの課題 学習内容 下位行動目標との関連 評価のポイント
常着の日 I 
活動に適した着方を 子どもたち，それぞれが活動的場所，時間，目的を ・運動作業・休養にふさわしい誼 ・着る物を考えて来たか
調べよう ・考えた服装で， 777ションショ をーする中から活 服の条件が分かり，適した被服を ・目的に合った着方を考えてい
動に適した形，布地，色などを話L合う 選んで着用することができる るか
世田 害2 調和のとれた着方を ・色，柄，材質のちがいなども考えて自分たちの着て 日常着の調和のよい組み合わせ方が ・日常の衣生活町中に学習した調べよう いる服から，調和のとれた着方について話し合う わかり，日常生活で実践しようと ことを生かしているか
する。
服常
日 日常着の手入れは， ・汚れ，ほこり， 毛玉， しわ，ほころび等について， ・日常着の手入れの必要性や手入れ 入れのし方について気づいたか
3 どのようにすればよ その手入れのL方を，ふだんの生活経験から，気づ のし方がわかり，簡単な手入れを
いだろう きを発表し合いまとめる 実践
自分たにの着ている服の表示記号を見つけ
資料③の3 自己評価
｜日常着の手入れはどのようにすればよいだろう｜ 和田佳子
せんたくする 部分的に水あらい
かわいてから、つまんでおとす
ぬれたタオルでおとす????????????
たたく、ブラシ
たたんでしまう アイロン
ハンカ、－，こかける
学習を終えて
ほころびなおし ボタンつけ
資料③の4 まとめ 和田佳子
毛球とり ガムテープ
1 活動に適した着方
とは、どんな着方だろう
2 調和のとれた着方
0自分の考え
I 運動する時などはジャジ等運動しやすいふくそう
※のびちぢみする物（ジーパン等は着ない）
0学習の中で
料理する時、給食の時エプロン
そうじ スモック、体育帽（よごれてもいい）
でかける時 ふだん着ない（よごれていない）
ねる時パジャマ（あせをすう）
雨の時雨具ーワインドプレーカー
（水をはじく、色が目立つ）
0学習をふり返って
みんな知っていた。だけど、みんなでやると
いろんな意見が出る。 評価A③ C
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札幌市立中央中学校
2年1・2組 女子40名
教諭本庄裕子
徒生
3年次の授業実践例
資料④〈中学校〉
7 
指導者
動作とゆと りの関係を調べすそ幅や腰まわりのゆと りを知る。
??
??
?
??
?
?
?
?
?
?
?? ???
?
?? メディア、 f也重力活の師教予想される生徒の活動
0前時の学習を復習する
OHP （活動的な
日常着の条件）
スカート 4枚；
0本時の学習内容を説明する
0モデノレに実物のスカートを
はかせる
Oモテ、ノレの動きを観察させ、
スカートのはき心地などを
メモすることを指示する
0本時の学習内容を知る
0スカートを着用した四人の
モテ‘ノレの動きを観察する
歩いている時
すわった時
足をあげた時
0気づいたことをメモする
程過
導
自己評価カード
0ゆとりに気づいているか机
問巡視で確かめる
0モデノレにはき心地を言わせ
る
0自己評価カードに今日の学
習課題を記入させる
03～4人に学習課題を発表
させる
（課題は複数あってもよい）
学習課題を自己評価カード
に記入し発表する
課
題
入
－プリント
（計iflj方法と
結果）
・巻尺・物さし
・カラーテープ（すそ）
．足台
セミ9イトスカート
型紙（班I組）
0動作を変えた時の腰まわり
寸法とすそまわりす法の計
測に気づかせる
0課題解決の方法を発表させ
る
0計調ljのしかたを説明する
0用具を班毎に配る
0正しい計測がされているか
机間巡視をして確認する
0班毎に課題解決の方法を話
し合う
0作業動作による腰まわり、
すそまわりを計測すること
に気づく
0作業動作による腰まわり寸
法とすそまわり寸法の計測
を行う。
0セミタイトスカー卜の型紙
のE要まわりとすそまわりの
ゆとりを計測する
0型紙のゆとりについて解決
させる（一一較して）成長が著しく活発である ｜
ことをおさえる ／ 
0動作とゆとりの関係をOH 
Pを使って説明する
展
???????
開
・ OHP （スカー
トたけの長さに
よるすそ帽の変
化）
0各班の計測値から作業動作
による寸法の変化に気づく
0スカートのゆと りの必要性
を知りスカートたけの長さ
によるすそ幅の変化に気づく
30 
ま整
と
0自己評価させる
・スカート実物標
本
0デザイン上のゆとりの実例
をあげて説明する
自己評価カードに記入する
（学習後の感想）
0スカートのゆとりはデザ、イ
ン上どのような形で工夫さ
れているか発表する
め
理
・カラー テー プ（すそ）
0次時の学習内容を知らせる
0あとしまつを指示する0あとしまつをする
発
10 
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資料④の 1 2年 スカート評価表 （）組 （ ）番名前
項 目 規 点 自己評価 先生評価
1 わき縫い －しるし通り縫えているか。
－つれやしわがないか。
－縫い代のしまつはよいか。
15 15 
－縫いほどけがないか。
2 ファスナ一つけ －つけ位置はよし、か
－布の重なりはよいか。 ( 3 mm) 
5 5 
－ミシンのかけ方はよいか。
・フ ァスナ一端のしまつはよいか。
3 ベノレトつけ ・つけ位置はよいか。
－持ち出しが正しくでているか。
5 5 
－縫い代がベルトしんの裏側になっているか。
・ベノレト幅がそろってレるか。
4 すその始末 －すそ幅がそろっているか。
－つれやしわがないか。
15 15 
－ていねいにまつられているか。
－すそ車が角は酔っていないか。
5 カギホックつけ －つけ位置はよいか。
－じようぶにつけられているか。
15 15 
－ていねいにつけられているか。
－表側に糸がでていないか。
6 A ダーツ ・しるし通り縫えているか。
－縫いはじめの方法はよいか。（5 mm）先から縫い返
し縫い） 15 15 
－先は返 し縫L、をせず糸を結んでいるか。
. f到し方はよいか。（中心に向けて）
Bギャザ －ギャザーが均一にはいっているか。（前スカー ト）
－ギャザーが均ーにはいっているか。（後スカー ト）
15 15 
－胴まわ り線がずれていないか。
・つれやしわがないか。（タ ック）
c はぎ －しるし通り縫えているか。
（切り かえ） . '° （、代のしまつはよいか。
15 15 
・ぬいほどけはないか。
－切りかえ線がきれいか。
7 着装 身体にあっているか。
－適度なゆとりがあるか。
15 15 
・バランスはよいか。
－床上がり寸法はよ いか。
8 態度 －今までの授業をふり返って 15 15 
言十 150 150 
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資料④の2 自己評価カード
昭和 年 月 日 数時
年 組 番名前
＝＝＝＝学習をはじめるにあたって
1 .学習内容
2.学習課題
3 学習の課題を解決するための予想をたててみよう。
＝＝＝＝学習を終えて
4.今日の学習でわかったこと、できたことはどんなことですか。
評価項目 評価 Cの場合はその理由
(1）動作によ る腰まわり寸法の変化 A B C 
がわかったか
(2）動作によるすそ幅の変化がわか A-B-C 
っTこ力、
(3）スカートたけの長さによるすそ
A-B-C 
幅の変化がわかったか
(4）型紙には腰まわり、すそ幅にど
れくらいのゆとりが入っている A-B-C 
か、わかったか
(5）スカートの動きとゆとりの関係 A-B-C 
がわかったか
(6）意欲的に学習に取り組んだか A B C 
評価基準 Aーできた、わかった B 半分までできた Cーできなかった
ややわかった わからなかった
5 学習を終えでの感想
6 次の時聞はどのようなニとを学習しようと思いますか。
資料⑤〈高等学校〉
ホームプロジェクトの指導と評価
北海道北広島西高等学校 木村悦子
1. はじめに
本校は昭和58年に新設され，今年で5年目を迎えた l学年10学級の普通科単置高校である。 「家
庭一般」 4単位1・2学年で各2単位ずつ履習しており， 講座46-53人で， 2時間続きで授業を
展開している。
生徒の学習姿勢は消極的であり「その時間さえ消化すればよい」と考える者がまま見られる。こ
のような状況で，製作物ゃ実習ノートの提出をさせると，全員の提出が確認されるまでに約1ヶ月
近くかかり，その指導に費やす時間と労力は多大である。
生徒に「より豊かな，よりよい生活を営なむ力」をつけさせたいと考えているが，教師の働きか
けを押し付けと感じたり，いやいや学習するようでは教育効果は上がらない。生徒が興味や関心を
持ち，意欲的に学習する態度を育てることを重視して，指導の工夫をしている。
ここでは，第l学年で行っているホームプロジェクトの指導と評価について述べることにする。
2 ホームプロジェクト指導のねらい
ホームプロジェクト（IP）活動は単なる実習ではなく，①目標設定（Think）②計画作成（Plan）③実
践（DO）④評価反省（See）の過程を生徒が自主的・主体的に学習するものである。
この HPを実施するには，授業で得た知識や技術を活用L，発展・応用する能力や態度や必要に
なる。例えば， 一見満ち足りていると思われる家庭生活から，潜在する問題点や改善点を発見する
ことを通して，生活を客観的・科学的に観察する態度が養われる。また，改善するための計画をた
て実践することによって，授業で得た知識や技術を活用する実践力はもちろん，目標を達成するま
で自己学習と実践を続ける態度が養われる。すなわち，HP学習は「家庭科」の総合的・総括的活
動としてとらえることができる。
このような特徴を持つ HP活動を通して「より豊かな，よりよい生活を営む力」を具体的に身に
つけさせたいと考えている。
3 ホームプロジェクト指導計画と評価の位置づけ
HP学習は第l学年で行なっているが，その計画は表1のとおりである。
4 ホームプロジェクト指導の展開
（！）導入活動方法を学ぶ診断的評価
生徒にとって HP活動は，高等学校で初めて体験するものなので，活動方法（前述のThink-
Plan-Do - S田の具体的方法）を十分に理解させ，HPに対する興味，関心、ゃ意欲を引き出す
必要がある。この動機づけの成否によって， HP活動の充実度（実践的態度が身についたかの到
達度）が異なるので，極めて重要である。また，この段階において適切な評価を行うことにより，
それ以後のHP活動において個別的指導が可能になる。したがって，この段階における評価を，
HP指導における診断的評価を位置づけ，表2のように行っている。
(2）展開Think Plan - Do See 形成的評価
ア、 Think（目標設定）
目標設定は次のような手順で行われる。
（ア）第l段階
自分の家庭生活における問題点をピックアァプする（問題発見）
各種実態調査い家計診断・生活時間・食物摂取状況・衣服所数など）
（イ）第2段階
問題の緊張性・必要性と生徒の興味・関心ゃ意欲等の相関性の下に問題点を lつ選ぶ（題
目設定理由）
「我家（私の生活）診断表」（表3)
イ、 Plan（実践計画）
アの第！－第4段階を終ると問題解決のための手段ー方策と過程が明確になって くるが，こ
の構想、にそって実践計画をたてる。
ウ、 Do（実践）
計画にそって実践し、その実践記録を適確に記録する。
エ、 See（まとめと反省）
実践の結果を阻ら し、自己評価を行い、到達度が低い場合には、イ、 Planに戻る。何回か
のPlan Do See回路を経て、自己評価が満足できるレベルに達した時に HP活動が終わる。
オ、形成的評価
この一連の活動中で行っている形成的評価は表4のとおりである。
5. ホームプロジェクト活動のまとめと総括的評価も
生徒の個人的活動としての HPは上記 Seeの段階で終わりになるが、 HP活動の指導のまとめと
しては、講座内発表会を設定している。この発表準備の中で自分のHPを他の生徒に理解させるた
めに、客観的・科学的裏付けを明確にし、わかりやすくまとめなければならない。この活動を通し
一人の HP活動は、他の生徒の代理体験となり、 一段と学習が深まる。そして発表活動、自己評価
表、相互評価表を利用し、生徒の手による総括的評価を行っている。教師の総括的評価は、 上述の
診断的評価、形成的評価と発表活動評価を関連させて行っている。
6 まとめ
生活体験が少ないために問題意識が希薄で、目標がぽけやすく計画の立て方が粗雑になり
やすい。指導人数が多いため授業時間内での徹底がはかりづらく、放課後の時聞が取られる
等解決しなければならない課題がある。しかし、この活動を進める中で互いに刺激し合い、
よいものに巡り合うと目を輝せて除々に意欲的になり、授業に対しても家庭生活』こついても
積極的になる。このような生徒の変容や、生徒の家族が高い評価をしてくれることなどを励
みとして、今後も指導に当たりたい。
w 
w 
34 津井 ：実践的態度を高める指導法の研究
資料⑤の1 ホームプロジェクト年間指導計画と評価の位置づけ
月 配当時間 指導計画 生活の評価活動
家庭科オリエンテーション
4 0.5/1 HP活動の特徴と進め方資料）
HPの手引き害， 先輩のHP記録
校内 HP発表会 0評価表
発表会 Z年生講座代表 0発表記録表
5 
家庭クラブ役員
家庭の実態調査
「我家の診断」
各種実態調査
HP活動計画発表会 O HP活動計画表
6 主題・目標 目実践計画等の発展 0相互評価表
意見交換 O意見交換 ・発表活動
7～8 夏休み HPの集中実践 • HP活動記録
9 -11 個別指導 • HP活動記録
12 
HPのまとめ • HP活動記録
HP活動記録整理 0自己評価
1 
H P講座発表会準備
TP作成，発表原稿作成
2 
HP講座内発表 0相互評価表
・発表活動
資料⑤の2 校内ホームプロジ、エクト発表会記録様式
※ 1) 2）は84横 1 3）は終了後 B 5横の 1/2 
1）発表記録
テ ー マ 目 標
（記入例）
2）発表記録
概 要
評 価の段階
診断的評価 1 
診断的評価 2 
形成的評価 1 
形成的評価 2 
形成的評価 3 
形成的評価 4 
総括的評価 1 
総括的評価 2 
感 想
題材のとら｜内容の創｜計画の ｜研 究的 ｜ 家庭生活 ｜資料の ｜発表の
え 方l 意と工夫｜綿密さ｜な実践 ｜ に役立つ ｜工 夫 l態 度
大よよまよ！大よ よ まよ｜大よよまよ！大よよまよ｜大よよまよ｜大よ よ まよ｜大よ よまよ
変い いあい｜蛮いい あい｜蛮いい あいl変いいあいl変いいあい｜変い いあい｜蛮いい あい
資料⑤の3 「我家（私の生活）の診断」表
該当する数字にO印もつけ線で結ぴなさい。
また我家で該当すると思わせる問題点を具体的に右側に書きなさい。
関心度高い← →低い
学習分野 大変良くできる 何もしない
家庭経営 お金の管理主運営 5 4 3 
と家族 時間の管理と運営
家族関係
家事労働 （手伝）
住 生 活 台 所
自 室
物入れ（収納所）
手入れ，掃除
衣生活 通学・外出着
家庭着について
作業服について
手入れ，整理
リフェーム
食生活
朝食作り
昼宜（お弁当）
夕食作り
おやつ
味つけ（塩分精分 旨味）
調理法（外食 ・インスタン ト食品）
不足食品
保 育 衣 （子供服）
食（離乳・間食）
玩具，住まい
生活習慣
資料⑤の4 家庭クラブのプロジェクト評価基準
I 題材のとらえ方が適切であり，内容に創意工夫がみられたか。
綿密な計画と研究的な態度によって実施されていたか。
家族生活の向上に役立っていたか。
2 I 
我家，私 工夫，
の問題点 改善法
4 スライドや実物などの資料が適切であり，発表内容が充実L，趣旨が徹底したか。
3）自己評価記録
興味を持ってい聞いたか 大変興味を持ち 興味はもったが 興味はあまり湧かな軌也、に聞いた 途中であきた かったので不熱心
意欲的に取り組も号と思うか おもしろそうなの あま りやりたく
めんどうそうなの
でやりたいと思う ないが仕方ない でやりたくない
H Fのやり方がわかったか とてもよく あまりよく わ よくわからわかった からなかった なかった
その他， 感想を書いてく ださい
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（具体目標）
・活動的な被服に適したスカー トの条件を
．動作とゆとりの関係について説明するこ
．ダー ツの役割やスカー トの前後の形の違
（下位行動目標） ／ ／」 ・自分の製作するスカー トをデザイン化す
1 日常着の種類を調べ、活動するための日常着の特 ／ ／ 一一；裂iii"oi尋ii長ゑmii＿.：＿..：；，~ii:--
／ ／」・スカートの製作計画をたてることができ微をあげることができる。 ／ノ／二
／ ／ 「・スカー トの採寸箇所を発表することがで
_____/ ／」・採すのし方を知り、正しく採すすること
スカートの製作計画を作成することができる。＿＿／ / 「・型紙の選択基準を知り、体型や好みにあ
／ ／」・型紙の補正部分がわかり、補正すること
スカートの製作に必要な採寸箇所を知り、正い、 ／ ／ 
・繊維の種類とその性能、織り方、加工法
・スカー トに適した布地をあげることがで
・布幅による見積りの違いを知り、必要量
・附属品を適切に選ぶことができる。
・製作に必要な用具について知り、準備す
・用具、機械を安全に使うことができる0
・布目の方向、布地の表裏、たて、よこを
・型紙に示された布地の方向（矢印）の意
時，， ／ 「・布地の種類によって縫いしろの分量のき
裁縫用具、ミシン、電気アイロンを安全に使うこ / 」
一ー 一一ー ノ ／」・裁ち方の手順を知町、能率よく裁つこと
一一一一一一一一一ーとができる。 ／ 
／ ／ ノー ・しるしつけの方法を知り、用具を正しく
布地に正しく型紙を配置することができる。一一一一／ ／ ／一一一ー 一一一一一一一切
／ 「・仮縫いの必要性を説明することができる。
縫いしろの分量を適切にとることができる。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿／ / メー・仮縫いの順序、方法を刷、本縫いを見
誤りの有無を点検し、縫いしろ線にそって正し ／ ／ f ・補助法を刷、必要に応じて補正する
裁つことができる。 ／ ／ 一
/ / ~ · ダーツを正しくミシン縫いし、糸のしま
でき上がり線のしるしつけができる。一一一＿＿＿＿／ / / 
ー・布地にあった縫いしろのしまつのし方を
・あき止まりを正確に、じようぷに縫うこ
被服2（日常着の製作）の目標分析
スカートの構成を説明することができる。
?
?
?、?っ 、
?
中学校
（行動目標）
スカートの構
成を知り、製
作言十画をたて
ることができ
る。
採寸方法で採寸することができる。
自分の寸法によ って型紙を選ぶニとができ、必要
4 
5 
に応じて型紙の補正ができる。
必要な布地、被服材料について調べ、日常着にふ
さわしいものを選ぶ ζ とができる。
6 
スカートに適
した被服キオキヰ
の特徴がわか
り、その選択
ができる。 必要な布地、被服材料を見積り、購入計画をたて
ることカfできる。
7 
8 
?
?
?
?
??
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図2
????
??????
。
（??????）
?????????、???????????????????
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9 
製作方法を理
解し計画にも
とずいてスカ
ートを製作す
ることができ
る。
補正について理解することができる。一一一一ノ／／ f ・ファスナ一つけの順序と械を側、正
ダーツを縫うことができる。 ノ ／ 一
/ / ／ー・わき（中心）をしるし通りに縫うことが縫いしろをしまつすることができる。一一一一一一一一／ ／／ ／／ 
あき止まりを縫うことができる。 ／ ／／ 「・ベルト布にベルトしんを縫いつけ、スカ
/ -1 ・ベルトの両端をミシン縫いし、縫いしろ
ファスナーをつける ζ とができる。 ／ ／／／つ
------ 」 ．ベルト布を裏に返し、まつり縫いするこ
わき縫いができる。 ／ － 
－ー・すそのしまつのし方を知町、まつり縫い
ベルトを縫うことができる。 - --
－ー ・ーかぎホックの位置や糸のかけ方を知り、
すそのしまつをすることができる。 ---- 一一一ー 一一一一一一一
一一一一一・仕方げ馬の使い方を知り、アイロン仕上かぎホックをつけることができる。
アイロン仕上げをすることができる。一一一一一一一一一～～～～ 「・使用した裁縫用具、裁縫ミシンを点検し、
＆噌 ～～～斗 ・ 省事項を記録表に記入することができ
試着し、反省記録をまとめることがて1 る。 ｜ 
一 」・適切に自己評価、相互評価できる。
日常の動作とスカートの関係を調べ、活動的な身 ーー一一一一一 ー一一
－－：：－て一一一一ーーーーー 「・スカートと調和した上衣を選ぴ、試着す
なり、組合わせについてまとめることができる。 一～～--j －“一一－ー 凶 」 製作経験をもとに既製品の購入のし方が
16 
I f反縫いをする ことができる。
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中学生にふさ
わしい着装を
理解し、消費
者としての自
覚をもっ事が
できる。
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（評価基準）
とができる。
壬－［I. 日常の動作はる体の変化がわかる。
2.被服には適度のゆとりがあることがわかる。
3. 活動的な日常着の種類、条件がいえる。詳明することができる。
いがわかり、各部の名称が発表できる。 村 1 M ートの各部明や構成がしえる 4. …形坤
2. スカ一トの型紙と人体との関係が説明できる。 5.製作するスカ一トのでき上がり図が坤、ける
3. 1'ー ツの役割や前後の長さの違いがわかる。
ることができる。
「 「 1 製作するスカートの手順がわかる。
る。 」 」 2 製作時間や作業工程を考慮L、製作針函表をつくることができる。
「ー 1 スカートの製作に必要な採寸箇所がいえる。 4 採寸結果から各自の体型の特徴がつかめる。
きる。 「 ｜
トー 斗 2 正しい採寸のしかたがわかる。
ができる。 ー」｜
」 3.！同まわり、腰まわり、スカートたけ、膝たけを正確に採寸できる。J-{l.一 （腕帥り）寸 して型
2 型紙の補正のし方がいえる。 ることができる。
3. デザインに応じて型紙の活用のし方がわかる。
わせ型紙を選ぶことができる。
ができる。
きる。
]--[!. 醐織物、交織酬の特徴がわかる。
2 防織加工、防しわ加工の特徴がわかる。
3. スカー トに適する布地名がいえる。の特徴を説明することができる。
を計算できる。 壬｛］.桝E』ニ応
2 製作する布地の必要畳を見積り準備できる。 糸）を準備することができる。
3. 附層品 （ファスナー、ベルトしん、かぎホ ック、縫い糸）
ることができる。 ・裁縫ミシン、電気アイロン「 「 1 用具の使い方がわかり、用具を正しく取り扱うことができる。
取扱い方を説明できる。 」 」 2 裁縫ミシン、電気アイロンを安全に取り扱うことができる。
「 I.布に適した地直しのし方がわかる。
区別し正しく布に型紙を配置することができる。「
ト--1 2. 布目 （たて よこ）に合わせて型紙の配置ができる。
見が確認できる。 --' I 
」 3 経済的な型紙の配置のし方が工夫できる。
め方を知り、適切にとることができる。 ]--[!. 各部の縫いしろの分問いがわかる。 3. 縫いしろ線叶って正しく裁断できる。
2.各部に適した縫いしろをきめ、縫いしろをつけることができる。ができる。
使ってしるしつけができる。
---{ I. Lる山す周知正しく活用できるo
2. 布地に適した方法（チャコペーパー、糸じつけ）ででき上がり線にしるしをつけることができる。
正－［I. 仮縫いの必要がわかる。 3. 製作するスカートのデザインに応じて仮縫いができる。
過した合理的な仮縫いができる。 2.仮縫いの順序、方法がいえる。
ことができる。
--{I 仮釦州正箇所がわかる。
2. 補正方法がいえる。
3. 試着し、必要に応じて補正できる。
つ、アイロンかけができる。 一一仁1 ドノの縫い方がわかる。
2. Fー ツをきれいに縫うことができる。
3 ダーアの糸のしまつができる。
4. Fー ツを正しく折り、アイロン仕上げができる。
知り、縫いしろのしまつができる。 一一一一一ー 1 布地仁適した縫いしろのしまつができる。
「 I.あき止まりとファスナーの長さの関係がわかる。 3. あき止まりからすそまで、ミシン縫いができる。
とができる。 一一一→
」 2.あき止まりに返し経いができる。
「 I. ファスナーをつける順序がいえる。 3. 7ァスナーを置き、 しつけをかけることができる。
しく縫うことができる。 一一一→
」 2. 7 7スナーのつけ方がわかる。 4 7ァスナーをきれいに、じようぷにつけることができる。
「 1 左右のわき縫いができる。 3. 縫いしろにアイロン仕上げができる。
できる。 一一一--j
」 2 縫いしろのしまつができる。
ート布とベルト布を合わせることができる。 「 「 1 ベルトつけの順序、つけ方の要点がわかる。 4.縫いしろをまつり縫いすることができる。
をしまつすることができる。 ト--1 2. ベルト布にベルトしんを縫いつけることができる。
とができる。 」 」 3 ベルトの両端をミシン縫いし、ベルトの縫いしろを折りこむことができる。
r-I まち針をうつj闇序がわかり、まち針をうつことができる。 3. すそ線をなだらかにしてまつり縫いする
ができる。 一一一」
」 2 すそのしつけをかけることができる。 ことができる。
3 じようぷにかぎホックをつけることができる。--{I かぎホけをつける位置がわかる。
2. かき・ホックをつけるさい糸のかけ方がわかる。
かぎホックをつけることができる。
「 1 アイロノ仕上げをすることができる。
げをすることができる。 一一一斗
」 2.スカートの保管のL方がわかり、 たためる。
あとしまつができる。 「 「 I 裁縫用具、裁縫ミシンの後しまつができる。
る。 ト--1 2. スカ トー製作を通しての感想、反省をまとめることができる。
ることができる。
発表できる。
」 」 3 製作計画に反省事項を記入し、自己評価できる。J-{ I.一一わ古る 4既製
2. 製作Lたスカ一トに適切な上衣を組み合わせ、試着することができる。
3.製作後の反省、感想、を全体に表現できる。
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図3 高等学校衣生活（日常着の製作）の目標分析
（最終行動 目標）
デザインエプロンの
製作を通して、
0被服製作に必要な
基礎的知識と技術
を身につけ、衣生
活経営の中で活用
できる。
（行動目標）
デザインエプロンのf茸
成を理解し、製作計画
をたてることカ3できる。
デザインエプロンに適
した被服材料の性能を
理解し、適した材料を
選択することができる。
製作計画にもとっき、
デザインエプロンの製
作ができる。
個性にあった着装のし
かたを考えるとともに、
目的にあった被服の機
能とデザインについて
考えることができる。
（下位行動目標）
着用目的とデザインの
関係を考え、自分に合
ったデザインを図案化
できる。
デザインエプロンの構
成を理解し、製作手順
21を考え、製作計画をた
てることカZできる。
???????、????
? ?
?
採寸をもとに型紙をつ
41くる（または選んで補
正する） ζ とができる。
必要な用具、材料、布
地について理解し、自
分で用意することがで
きる。
型紙をもとに、正しく
裁断し、体型にあわせ
6 I 
て、立体的に構成する
ことができる。
仮り縫い、補正をする
71ことができる。
本縫いのし方を理解し、
SI能率的に作業をすすめ
ることができる。
????》 』， 。????，?????
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ー
??
?
?
?
? 。、
??
?????? ?
』
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他の衣服tの組合せ、
自分の個性にあった着
161 
i 装を考え、日常生活へ
の活用ができる。
（具体目 標）
(I）被服の機能を関連させながら自分
きる。
(2）製作するものをデザイン画で表現
(1）被服の構成部分、形状を理解し、
2一寸 (2）製作のみとおしをたてて、能率的
(1）体型仁合った製作や購入のために
力、る。
(2）正しい採寸の仕方がわかる。
(3）製作に必要な箇所を正しく採寸で
(1）原型の作り方がわかる。
(2）原型をもとに自分のデザインの型
4一寸
えらぶことができる。
(3）型紙の補正ができる。
(1）、必要な用具、 材料がわかり用意で
(2）製作物の適した布を選択し、見積
(3）布地の地直しができる。
(1）合理的に型紙を配置し、ぬいしろ
6－→ (2）正しく裁断できる。
(1）仮り縫いの必要性がわかり、仮り
(2）必要に応じ、補正ができる。
8 
(1）用具をととのえ、計画にしたがっ
(2) ミンン、アイロン等の安全な取り
l叶 ω 糸の始末をし、順序よくアイロン
15 
(1）製作記録を提出し、反省、感想を
(2）製作の過程と作品について自己評
16 
(1）他の衣服との組合せを考え、着装
(2) 日常生活の活用できる場面がわか
の個性にふさわしいデザインを考えることがで
L、提出することができる。
製作手順を説明することができる。
な計画をたてて提出することができる。
は寸法や体型を正しく知る必要があることがわ
きる。
紙をつくる。または自分の体型にあった型紙を
きる。
りをし、用意できる
を考えて印つけができる。
縫いができる。
て能率的仁作業ができる。
扱いができる。
をかけて仕上げることができる。
まとめる ことができる。
面することができる。
することができる。
る。
（評価基準）
I 被服の機能を理解し、 説明できる。
2 日常着の条件を理解し、 説明できる。
3 デザイ ンエプロンの条件を理解し、デザインできる0
4 個性の要素を理解する。
5 デザインの要素を理解し、着る人と目的にふさわしく構成できる。
I 平面から立体へ構成するやり方がわかる。
2 製作に必要な手順を説明できる。
3 隈られた時間数で仕上げられるよう仁計画をたて、計画を提出できる。
I 採寸の必要性を説明できる。
2 標準寸法を参考に正しい採寸ができる。
1 原型のっくり方を説明できる。
2 製図の要点がわかり、製図記号を正し く理解する。
3 自分のデザインの型紙をつくる、または選ぶことができる。
4 型紙補正のやり方について説明でき る。
5 自分の体型にあわせて、補正できる。
I 縫製に必要な用具の名称をいえる、正しく使える。
2 デザインエプロン仁適した布地の性質がわかり、選択、購入できる。
3 用布の見積りができる。
4 布地の地直しのしかたがわかり、適した方法で地宜しできる。
5 必要な附属品がわかり、用意できる。
1 布自に合わせ、 合理的に型紙をおける。
2 ねいしろの分量を考えることができる。
3 布地にあった印つけの方法がわかり、印つけができる。
4 合理的、能率的に正し く裁断できる。
I 仮り縫レの必要性を説明できる。
2 仮り縫いの手順を説明できる。
3 自分のデザインに応じて仮り縫いができる。
4 補正のしかたがわかり、必要に応じた補正ができる。
1 用具をととのえ、必要な準備ができる。
2 しつけから本縫いまで、計画どおり能率的に作業できる。
3 ミシンの調整、アイロンの温度等に配慮して取り扱える。
4 各自のデザインに応じた附属品を取りつけられる。
1 縫いしろの始末ができる。
2 糸端の始末ができる。
3 アイロンを使用し、仕上げができる。
I 製作記録をまとめて提出する。
2 製作を通しての反省、感想をまとめるこ とができる。
3 製作を通して、 自己評価をする。
I 製作した作品に、手持ちの衣服を組合わせた着装ができる。
2 日常場面での活用を考え、発表できる。
39 
3 デザインエプロンで習得した知識・技術の応用・発展を考えることができる。
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V まとめ
授業設計と評価は，教育者にとって最大で不可欠なものであり，評価研究の奥深さ，幅の広
さは極め難い。今回は，診断的評価（ 1年目）形成的評価（ 2年目）総括的評価（ 3年目）と
機能面からの研究にとどまった。目標分析，下位行動目標，そして行動目標ごとの評価基準の
検討を進めたが，かなり長い時聞を要した。
学習内容や方法に応じて，教師による評価のほか，子どもの自己評価，あるいは子ども同士
の相互評価をどのように取り入れるか，また，評価方法についても，発言，発表などの言語に
よるもの，多肢選択法などによる客観テスト（いわゆるペーパーテスト），実技テスト，作品
の評価などによる評価法のそれぞれについても研究の深さがある。
家庭科の評価の観点は，知識・理解，技能，関心・態度であり，各領域 ・分野ごとに目標分
析を参考に整理の必要もある。
児童・生徒ひとりひとりの個性を伸ばし，教科の目標に迫るため，評価の結果を次の指導方
法にどう生かされるか，授業中の形成的評価に絞って研究を進めることも必要と思われた。
私どもの，ささやかな研究に理解を示し，支援して下さり，授業公開や研究の実践発表など
についての検証にご協力いただいた小学校・中学校・高等学校の担当教諭に深く感謝申しあげ
ます。
新指導要領が告示され，移行措置期間中の指導体制を確立し，従来と発想を変えて，時代に
即した家庭科の指導方法について研究を進めていかなければならない大切な時期である。
現行指導要領での研究体制のー区切りともいえる現場実践の資料を一部提示し，今後の新し
い授業設計の手がかりとして活用してほしい。
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